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看看護護系系大大学学生生のの口口腔腔ケケアア演演習習ににおおけけるる羞羞恥恥心心ととそそのの影影響響要要因因 
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要要約約：：本研究の目的は，看護系大学生の口腔ケア演習における羞恥心とその影響要因を明らかにす

ることである．探索的記述研究として，質問票調査を行った．看護系大学生 349 名のデータを分析

した．その結果，本研究では，口腔ケアの演習時，口の中を見せることの羞恥心 78.2%，異性に口の

中を見せる羞恥心 86.5％に増え，多くの学生が羞恥心を抱いていた．口腔ケアの演習を異性と組む

羞恥心 90.8%と多く，口の中を異性に見せ羞恥心を抱く学生よりも多かった．影響要因として，進路

選択に対する自己効力感が高い方が，「演習時に口を見せる羞恥心」が低くなる傾向にあった．ま

た，1 年生より 4 年生の方が，異性に口の中を見せる羞恥心が低かった．男性の方が女性より演習時

に異性と組む羞恥心が低くなっていたが，男女の数が異なり効果量も低く今後の検証が必要である． 
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Abstract: The purpose of this study was to clarify the feelings of embarrassment and their influencing factors 
among nursing students during oral care practice. As an exploratory descriptive study, we conducted a ques-
tionnaire survey and analyzed data from 349 nursing students. The results showed that 78.2% of students felt 
embarrassed about showing their mouths during oral care practice, and the percentage of people who feel em-
barrassed about showing the inside of their mouths to the opposite sex has risen to 86.5%，meaning many 
students experienced embarrassment. About 90.8% felt embarrassed about pairing with the opposite sex for 
oral care practice, which was even higher than the embarrassment of showing their mouths to the opposite sex. 
As for influencing factors, students with higher self-efficacy regarding career choices tended to feel less em-
barrassed about showing their mouths during practice. Additionally, 4th-year students were less embarrassed 
than 1st-year students about showing their mouths to the opposite sex. Men felt less embarrassed than women 
about pairing with the opposite sex during practice, but since the number of men and women was different and 
the effect size was small, further verification is needed. 
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1. ははじじめめにに 
 
口腔の健康は，食事から栄養を補給するといった身

体的健康に影響し，会話で人と交流を持ち生活を楽し

むなど精神的・社会的健康にも影響する[1]．そのため，

口腔の健康を保つことは人が生きていく上で重要であ

る．平成23年には，口腔の健康を保ち国民が健康で質

の高い生活を営むために，「歯科口腔保健の推進に関

わる法律」が公布されている[2]．また，診療報酬改定

に関しても，口腔の健康支援において，平成24年以降，

周術期口腔機能管理の推進が図られ，手術後の合併症

予防として診療報酬の加算ができるようになった[3] 
[4]． 
口腔の健康の重要性から，現在，超高齢社会となっ

た日本において，加齢と関連が深いオーラルフレイル

が問題となっている．オーラルフレイルは口腔の衰え

であり，口腔機能の軽微な低下を示す可逆的状態であ

る．口腔乾燥，咬みにくさ，食べこぼし，誤嚥，活舌

の低下などの症状がある[5]．オーラルフレイルは，改

善可能であり，そのための口腔ケアが必要である[6]． 
口腔の健康に向けた適切な口腔ケアは，オーラルフ

レイル予防とともに，歯喪失の二大原因であるう蝕や

歯周病予防になる[1]．口腔ケアは口腔の健康維持に不

可欠であり，口腔の清潔を保つ器質的口腔ケア，口腔

の機能を維持・回復させる機能的口腔ケアがある[1]．
適切な口腔ケアは，口腔の健康だけでなく全身の健康

につながることが研究で明らかになり，誤嚥性肺炎[7] 
[8]，心内膜炎[9]，糖尿病[1]などの疾患予防となる．そ

ういった中で，看護師は，オーラルフレイルへの対応，

う蝕や歯周病予防とともに全身の健康問題を踏まえな

がら，日々の口腔ケアを行っている． 
口腔ケアの重要性から看護基礎教育では，看護師に

必要な口腔ケア技術の習得が必須である．看護系大学

生（以下，学生）が，口腔ケアについて意欲的に学習

し，看護師として患者の状態に適した口腔ケアができ

る教育が求められている[10]．看護基礎教育における

口腔ケア演習は，口腔というデリケートゾーンをケア

する技術習得と患者の心理状態を学ぶ目的がある[10]．
本研究では，口腔ケア演習において学生が患者役を経

験し，患者の心理状態を学ぶ場合，羞恥心を抱くこと

が学習に影響すると考えた[11]．また，口腔ケア演習

に影響を及ぼす要因として，学生生活や青年期の発達

課題である進路選択について着目した．先行研究にお

いて，口腔の学習意欲と「進路選択に必要な行動がと

れるという自信の自己効力感」が関連していたこと

[12]から，口腔ケアの羞恥心に対する影響要因の可能

性を考えた． 
本研究では，学生の口腔ケア演習における羞恥心と

その影響要因を明らかにして，効果的な教育の示唆を

得たいと考えた．そのため，本研究の目的は，学生の

口腔ケア演習における羞恥心とその影響要因を明らか

にすることである．また，先行研究[12] [13]をもとに「進

路選択に対する自己効力感」は，「進路選択に必要な

行動がとれる自信」と定義した． 
 

2. 研研究究方方法法 
 
2.1 研究対象者 
研究対象は，看護系大学1～4年生の405名を対象に

した．研究対象者が経験した主な口腔ケア演習として，

1年生は，6～7月の間に実施される1回の演習経験が

あった．2年生は，1年生の時に6～7月と10～11月の

間に実施される2回の演習経験があった．3年生は，1
年生6～7月と10～11月，2年生10～11月の間に実施

される3回の演習経験があった．4年生は，1年生6～
7 月と 10～11 月，2 年生 10～11 月，4 年生 5～7 月の

間に実施される4回の演習経験があった． 
 
2.2 調査期間 
 2022年7月～2022年8月 
 
2.3 研究の概念図（図1） 
研究対象大学では，看護基礎教育に必要な口腔ケア

演習として，口腔ケアの技術習得，デリケートゾーン

である口腔のケアを受ける患者が持つ心理状態の学び

を目標として教育した．口腔ケア演習は，口腔ケアを

行う看護師役と患者役を学生が体験した．口腔ケア演

習では，異性の患者対応を経験するため，男性と女性

の混合グループの配置となっていた．女性の学生が多

いため，女性だけのグループになる場合があった． 
本研究では，心理状態の羞恥心に着目しその影響要

因について，探索的記述研究（質問票調査）を行った．

調査内容は，「口の中を見せる羞恥心」，「異性に口

の中を見せる羞恥心」，「口腔ケア演習時に異性と組

むことの羞恥心」とした．先行研究[1]～[14]などを参

考に，影響要因として，基本属性，大学生活の状況，

進路選択に必要な行動がとれる自信， 学生が行う口腔

のセルフケアとした． 
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2.4 データ収集方法 
 研究対象の学生に，研究協力依頼の説明書と調査票

を配布し，倫理的配慮を含む研究について書面と口頭

で説明した．調査票は，記入後に個人用の回収用封筒

に入れ厳封してもらい，大学内に設置した回収ボック

スへの投函を依頼した． 

図1.研究概念図

口の中を見せる羞恥心/異性に口の

中を見せる羞恥心

「とても恥ずかしい」

「やや恥ずかしい」

「あまり恥ずかしくない」

「まったく恥ずかしくない」

口腔ケア演習時に異性と組む羞恥心

「とても恥ずかしい」

「やや恥ずかしい」

「あまり恥ずかしくない」

「まったく恥ずかしくない」

影響要因

口腔ケア演習

口腔ケア技術習得

口腔ケアを受ける患

者の気持ちの理解

（羞恥心含む）

演習の目的

大学生活の状況

大学生活の

楽しさ

友人の多さ

（大学内，

大学外）

基本属性

学年，年齢，性別，アルバイト

の有無，一人暮らしまたは家族

との同居

進路選択に対する自信

進路選択に必要な行動

がとれるという自信

【進路選択に対する自己効力感尺度】

学生が行う口腔の

セルフケア

 
 
2.5 調査項目 
1）基本属性 
学年，年齢，性別，アルバイトの有無，一人暮らし

または家族との同居を調査項目として設定した． 
2）大学生活の状況 
 大学生活の楽しさ，友人の多さ（大学内，大学外）

を調査項目として設定した． 
3）進路選択に必要な行動がとれる自信 
 進路選択に必要な行動がとれる自信について，浦上

[13]によって開発された「進路選択に対する自己効力

感尺度」を用いた．30項目から構成されている．「非

常に自信がある」4点～「まったく自信がない」1点の

4件法で，30～120点の範囲を設定している．信頼性，

妥当性が確認され，得点が高いほど進路選択に対する

自信があり自己効力感が高いと評価する． 

4）学生が行う口腔のセルフケア 
学生が行っている歯磨きの回数，歯ブラシ以外の使

用としてフロス（糸ようじ）・歯間ブラシ・マウスウ

オッシュ・舌ブラシ，口腔の健康をメンテナンスする

定期的な歯科受診を調査項目として設定した． 
5）口腔ケア演習時の羞恥心 
口腔ケアの演習時に，口の中を見せる羞恥心につい

て，「とても恥ずかしい」4 点～「まったく恥ずかし

くない」1 点を調査項目として設定した．異性に口の

中を見せる羞恥心についても同様に，「とても恥ずか

しい」4点～「まったく恥ずかしくない」1点を調査項

目として設定した． 
6）口腔ケア演習時に異性と組むことの羞恥心 
 口腔ケア演習時に異性と組むことの羞恥心について

は，「とても恥ずかしい」4 点～「まったく恥ずかし

くない」1点を調査項目として設定した． 
 
2.6 データ分析方法 
得られたデータを統計解析ソフトSPSS Version29.0J 

for Windowsを用い，口腔ケア演習における羞恥心につ

いて分析した．Kolmogorov-Smirnov検定やQ-Qプロッ

トでデータの正規性を確認した．「進路選択に対する

自己効力感尺度」のデータは，Kolmogorov-Smirnov検
定及びQ-Qプロットで正規性が確認できた（図2）． 

 

 
図2．「進路選択に対する自己効力感尺度」のデータ Q-Qプロット 
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それ以外のデータは正規性が確認できなかったため，

検定や相関はノンパラメトリック検定を行った．2 群

間の比較に関してはMann-WhitneyのU検定を行った．

3 群間以上の比較は Kruskal-Wallis の検定を行い，そ

の後の多重比較検定として Scheffe 法（順位に基づく

Scheffe型）を行った．2群間の相関には，Spearmanの
順位相関係数の検定を行った． なお，本研究では，相

関係数rsが，以下の範囲である場合に相関関係を認め

ることにした． 

 ‐1<rs <‐0.2   p＜0.05  
0.2 <rs < 1    p＜0.05 

 
2.7 倫理的配慮 
研究対象である大学の承認後，研究対象者に研究の

目的，方法，回答の任意性，プライバシーの保護，匿

名性の保持，不利益はないこと，結果は学会などで公

表するが個人が特定されないことなどを口頭及び文書

で説明した．同意書の署名をもって同意を得た．調査

票記入後，回収ボックスで回収した．尺度の使用につ

いては，開発者の許可を得た．本研究は福岡学園倫理

審査委員会により許可を得て実施した（許可番号 第

345号）． 
 

3. 結結果果 
 

3.1 基本属性 
405 名に質問票を配布し 352 名より回答を得た（回

収率86.9％）．有効回答349 名（有効回答86.2％）で

あった．男性28名（8.0％），女性321名（92.0％）で，

平均年齢は 19.71±1.43 歳であった．1 年生 100 名

（28.7％），2年生91名（26.1％），3年生94名（26.9％），

4 年生 64 名（18.3％）であった（表 1）．アルバイト

を行っている学生 257 名（73.6％），行っていない学

生 92 名（26.4％）であり，一人暮らしの学生 98 名

（28.1％），家族との同居の学生251名（71.9％）であっ

た． 
 

 
 
 
 
 
 
 

3.2  大学生活の状況 
 大学生活の楽しさは，とても楽しい80名（22.9％）

やや楽しい138 名（39.5％），普通109名（31.2％），

ややつまらない7名（4.9％），とてもつまらない5名
（1.4％）であった． 
大学内の友人の多さは，とても多い20名（5.7％），

やや多い59名（16.9％），普通223名（63.9％），や

や少ない学生39名（11.2％），とても少ない学生8名
（2.3％）であった．大学外の友人の多さは，とても多

い28名（8.0％），やや多い89名（25.5％），普通202
名（57.9％），やや少ない24名（6.9％），とても少な

い6名（1.7％）であった． 
 
3.3 口腔に対するセルフケア 
歯磨きの回数として，1日1回が16名（4.6％），1

日2回が254名（72.8％），1日3回が71名（20.3％），

1日4回が7名（2.0％），1日5回以上が1名（0.3％）

であった．フロス（糸ようじ）を使用している 80 名

（22.9％），使用していない269名（77.1％）であった．

歯間ブラシを使用している 106 名（30.4％），使用し

ていない243名（69.6％）であった．マウスウオッシュ

を使用している77名（22.1％），使用していない272
名（77.9％）であった．舌ブラシを使用している68名
（19.5％），使用していない281名（80.5％）であった． 
口腔の健康をメンテナンスする定期的な歯科受診をし

ている123名（35.2％），受診していない226名（64.8％）

であった． 
 
3.4 口の中を見せる羞恥心（表2） 
 口腔ケアの演習時に，口の中を見せる羞恥心につい

ては，「とても恥ずかしい」が101名（28.9％），「や

や恥ずかしい」172名（49.3％），「あまり恥ずかしく

ない」45 名（12.9％），「まったく恥ずかしくない」

31名（8.9％）であった．「とても恥ずかしい」と「や

や恥ずかしい」を合わせると 273 名（78.2％）が，恥

ずかしい思いを抱いていた． 
異性に口の中を見せる羞恥心については，「とても

恥ずかしい」160名（45.8％），「やや恥ずかしい」142
名（40.7％），「あまり恥ずかしくない」31名（8.9％），

「まったく恥ずかしくない」16 名（4.6％）であった．

「とても恥ずかしい」と「やや恥ずかしい」を合わせ

ると 302 名（86.5％）が，恥ずかしい思いを抱いてい

た． 
 

ｎ＝349
　学年 人数（名） 割合（％）

1年生 100 28.7

2年生 91 26.1

3年生 94 26.9

4年生 64 18.3

表1．学年毎の参加者
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それ以外のデータは正規性が確認できなかったため，
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3.5 口腔ケア演習時に異性と組むことの羞恥心（表3） 
口腔ケア演習時に異性と組むことについて，羞恥心

の感じ方を質問し結果を得た．実際に演習において異

性と組んだ経験がある学生や経験がない学生が存在し

た．本研究では，経験の有無による明確な学生数のデー

タを収集していない．羞恥心については，「とても恥

ずかしい」183 名（52.4％），「やや恥ずかしい」134
名（38.4％），「あまり恥ずかしくない」21名（6.0％），

「まったく恥ずかしくない」11 名（3.2％）であった．

「とても恥ずかしい」と「やや恥ずかしい」を合わせ

ると 317 名（90.8％）が，恥ずかしい思いを抱いてい

た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.6 口腔ケアの羞恥心の比較 
 口腔ケアに対する羞恥心と影響要因の分析を行った．

有意差を認めたのは，学年別で比較した「異性に口の

中を見せることの羞恥心」，性別で比較した「口腔ケ

ア演習時に異性と組むことの羞恥心」であった． 
 学年別で比較した「異性に口の中を見せることの羞

恥心」において，1年生が中央値4（3～4）点，2年生

が中央値 3（3～4）点，3 年生が中央値 3（3～4）点，

4年生が中央値3（3～4）点であった．1年生と4年生

に有意差を認め，1 年生より 4 年生の方が，羞恥心が

低い傾向があった（p<0.01）（効果量0.79 ）（表4）
（図3）（図4）． 
 
表4．異性に限定し口の中を見せる羞恥心の学年比較

中央値（点）4分位範囲（点） ｐ 効果量
1年生100名 4 3～4

2年生91名 3 3～4

3年生94名 3 3～4

4年生64名 3 3～4

0.79

Kruskal-Wallis の検定後にScheffe法 ** ｐ<0.01 

ｎ＝349

** 

(p=0.006)

 

・図図４４．．ヒヒスストトググララムム：：４４年年生生のの異異性性にに限限定定しし口口のの中中をを見見せせるる

００

１１００

２２００

３３００

４４００

度
数

 
 性別で比較した「口腔ケア演習時に異性と組むこと

の羞恥心」において，男性が中央値 3（3～4）点，女

性が中央値 4（3～4）点で有意差を認めた（p<0.01）
（効果量0.16）（表5）（図5）．女性より男性の方が，

羞恥心が低い傾向があった．その他，アルバイトの有

人数
（名）

割合
（％）

101 28.9

異性に限定 160 45.8

172 49.3

異性に限定 142 40.7

45 12.9

異性に限定 31 8.9

31 8.9

異性に限定 16 4.6

表2．口の中を見せることへの羞恥心

とても恥ずか
しい

やや恥ずかし
い

あまり恥ずか
しくない

まったく恥ず
かしくない

ｎ＝349

ｎ＝349

人数（名） 割合（％）

とても恥ずかしい 183 52.4

やや恥ずかしい 134 38.4

あまり恥ずかしくない 21 6

まったく恥ずかしくない 11 3.2

表3．口腔ケア演習時に異性と組むことの羞恥心

度
数

・図図３３．．ヒヒスストトググララムム：：１１年年生生のの異異性性にに限限定定しし口口のの中中をを見見せせるる

・ままっったたくく恥恥ずずかかししくくなないい ああままりり恥恥ずずかかししくくなないい やややや恥恥ずずかかししいい ととててもも恥恥ずずかかししいい
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３０

４０

・図４．ヒストグラム：４年生の異性に限定し口の中を見せる

度
数

度
数

・図３．ヒストグラム：１年生の異性に限定し口の中を見せる

０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

・まったく恥ずかしくない あまり恥ずかしくない やや恥ずかしい とても恥ずかしい
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無，一人暮らしまたは家族と同居，学生が行う口腔の

セルフケアにおける項目は，有意差を認めるデータが

なかった． 
 

中央値（点） 4分位範囲（点） ｐ 効果量

男性28名 3 3～4

女性321名 4 3～4 0.16

ｎ＝349

Mann-WhitneyのU検定　** ｐ<0.01 

表5．口腔ケア演習時に異性と組むことの羞恥心の性差

　　** 

 

・ままっったたくく恥恥ずずかかししくくなないい ああままりり恥恥ずずかかししくくなないい やややや恥恥ずずかかししいい ととててもも恥恥ずずかかししいい

度
数

男
性

女
性

・図図５５．．ヒヒスストトググララムム：：口口腔腔ケケアア演演習習時時にに異異性性とと組組むむここととのの羞羞恥恥心心のの性性別別

１１００

２２００

３３００

００

１１００

２２００

００

 
 
3.7 進路選択に対する自己効力感 
 進路選択に対する自己効力感尺度の合計得点の平均

が，84.80±13.15点であった（図6）． 
 

 
図6．進路選択に対する自己効力感尺度の合計得点ヒストグラム 

 
3.8 羞恥心と影響要因との関連（表6） 
 影響要因の「進路選択に対する自己効力感尺度の合

計得点」と「口を見せる羞恥心」に負の相関関係が認

められた（p＜0.01）．進路選択に必要な行動がとれる

自信がある学生は，口の中を見せる羞恥心が低い傾向

があった．「異性に口を見せる羞恥心」と「演習時に

異性と組むことの羞恥心」には，関連が認められなかっ

た． 
また，「口の中を見せる羞恥心」，「異性に口の中

を見せる羞恥心」，「口腔ケア演習時に異性と組むこ

との羞恥心」にそれぞれに相関関係を認めた（ｐ<0.01）． 
 その他の影響要因である大学生活の楽しさ，友人の

多さ（大学内，大学外）には，関連が認められなかっ

た． 
 

口の中を見せる
羞恥心

異性に口の中を
見せる羞恥心

演習を異性と組
む羞恥心

口の中を見せる
羞恥心

ー .769**

異性に口の中を見せる
羞恥心

ー ー .539**

演習を異性と組む
羞恥心

.502** ー ー

大学生活の楽しさ -0.086 -0.085 -0.073

学内友人の多さ -.140** -0.068 -0.020

学外友人の多さ -.133* -0.021 -0.050

進路選択の自己
効力感

-.215** -.141** -0.084

表6.羞恥心と関連要因との関連

ｎ＝349

Spearmanの順位相関係数の検定　* ｐ<0.05　** ｐ<0.01  
 

4．．考考察察 
  
本研究では，口腔ケア演習において多くの学生が羞

恥心を抱くことが明らかになった．口腔ケアの演習時，

「口の中を見せることの羞恥心」がある学生が78.2%，

「異性に見せることの羞恥心」を抱く学生が 86.5％に

増えていた．「演習時に異性と組むことの羞恥心」は，

さらに 90.8%と増える結果となったが，学生が異性と

組む経験に基づく回答と想定に基づく回答が混在して

いる可能性があった．「演習時に異性と組むことの羞

恥心」は，経験に基づくか想定のものかによる違い，

口の中を見せるだけでなく，どのようなことで羞恥心

が強くなるのか今後の研究で明らかにする必要がある．

これらに対して，早川らの研究[14]で患者が羞恥心を
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無，一人暮らしまたは家族と同居，学生が行う口腔の

セルフケアにおける項目は，有意差を認めるデータが

なかった． 
 

中央値（点） 4分位範囲（点） ｐ 効果量

男性28名 3 3～4

女性321名 4 3～4 0.16

ｎ＝349

Mann-WhitneyのU検定　** ｐ<0.01 

表5．口腔ケア演習時に異性と組むことの羞恥心の性差

　　** 

 

・ままっったたくく恥恥ずずかかししくくなないい ああままりり恥恥ずずかかししくくなないい やややや恥恥ずずかかししいい ととててもも恥恥ずずかかししいい

度
数

男
性

女
性

・図図５５．．ヒヒスストトググララムム：：口口腔腔ケケアア演演習習時時にに異異性性とと組組むむここととのの羞羞恥恥心心のの性性別別

１１００

２２００

３３００

００

１１００

２２００

００

 
 
3.7 進路選択に対する自己効力感 
 進路選択に対する自己効力感尺度の合計得点の平均

が，84.80±13.15点であった（図6）． 
 

 
図6．進路選択に対する自己効力感尺度の合計得点ヒストグラム 

 
3.8 羞恥心と影響要因との関連（表6） 
 影響要因の「進路選択に対する自己効力感尺度の合

計得点」と「口を見せる羞恥心」に負の相関関係が認

められた（p＜0.01）．進路選択に必要な行動がとれる

自信がある学生は，口の中を見せる羞恥心が低い傾向

があった．「異性に口を見せる羞恥心」と「演習時に

異性と組むことの羞恥心」には，関連が認められなかっ

た． 
また，「口の中を見せる羞恥心」，「異性に口の中

を見せる羞恥心」，「口腔ケア演習時に異性と組むこ

との羞恥心」にそれぞれに相関関係を認めた（ｐ<0.01）． 
 その他の影響要因である大学生活の楽しさ，友人の

多さ（大学内，大学外）には，関連が認められなかっ

た． 
 

口の中を見せる
羞恥心

異性に口の中を
見せる羞恥心

演習を異性と組
む羞恥心

口の中を見せる
羞恥心

ー .769**

異性に口の中を見せる
羞恥心

ー ー .539**

演習を異性と組む
羞恥心

.502** ー ー

大学生活の楽しさ -0.086 -0.085 -0.073

学内友人の多さ -.140** -0.068 -0.020

学外友人の多さ -.133* -0.021 -0.050

進路選択の自己
効力感

-.215** -.141** -0.084

表6.羞恥心と関連要因との関連

ｎ＝349

Spearmanの順位相関係数の検定　* ｐ<0.05　** ｐ<0.01  
 

4．．考考察察 
  
本研究では，口腔ケア演習において多くの学生が羞

恥心を抱くことが明らかになった．口腔ケアの演習時，

「口の中を見せることの羞恥心」がある学生が78.2%，

「異性に見せることの羞恥心」を抱く学生が 86.5％に

増えていた．「演習時に異性と組むことの羞恥心」は，

さらに 90.8%と増える結果となったが，学生が異性と

組む経験に基づく回答と想定に基づく回答が混在して

いる可能性があった．「演習時に異性と組むことの羞

恥心」は，経験に基づくか想定のものかによる違い，

口の中を見せるだけでなく，どのようなことで羞恥心

が強くなるのか今後の研究で明らかにする必要がある．

これらに対して，早川らの研究[14]で患者が羞恥心を
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抱くケアが排泄の援助とともに口腔ケアという結果が

あるように，学生も患者同様に口腔ケアに対して羞恥

心を抱くと考えられた．口腔はデリケートゾーンであ

り，人に見せたり触れられることに羞恥心を抱きやす

い場所である．口腔ケアの技術習得に向け，学生の羞

恥心に配慮する必要性が示唆された．技術習得を目的

とするなら，シミュレーターなどの使用や同性の学生

で組むなど工夫が可能である．しかし，患者が抱く口

腔ケアにおける羞恥心などを学ぶには，平岡らの研究

[11]結果にあるように口腔ケア演習時に学生が患者役

を行うことが有効であると考えられた．また，松尾ら

の研究[15]では，男性看護師を対象に看護基礎教育を

振り返った思いや考えのデータ分析を行い，羞恥心が

演習時に体験しないとわからないというデータを得て

いた．さらに，異性に対する羞恥心などの学びが，女

性の学生と組むことで得られるというデータもあった．

清塚らの研究[16]では，女性の学生が男性患者を担当

した場合の戸惑いや困難を感じた場面として，口腔の

観察や嚥下訓練指導といった口腔ケアをあげていた．

また，口腔ケアに限定したものでないが，井本[17]が
手術を受ける女性患者に対して女性医療者による医療

提供の工夫を行い羞恥心の軽減ができていた．看護師

として性差による羞恥心の学びが必要であると考えら

れた．口腔ケアを受ける患者の羞恥心を学ぶことが目

的であれば，口の中を見せることでまったく羞恥心を

抱かない8.9％の学生，異性であってもまったく羞恥心

を抱かない4.6％の学生，異性との組み合わせの演習で

羞恥心を抱かない 3.2％の学生に対する教授方法を工

夫する必要性が示唆された． 
「口の中を見せることの羞恥心」，「異性に口の中

を見せることの羞恥心」，「口腔ケア演習時に異性と

組むことの羞恥心」は相関関係にあり，口の中を見せ

る羞恥心がある学生は，異性に口の中を見せる羞恥心

や口腔ケア演習時に異性と組む羞恥心を持ちやすい傾

向にあった．羞恥心の感じやすさには個人差があると

考えられ，個人差を踏まえた教育が必要である． 
本研究では，口腔ケア演習の羞恥心に影響する要因

として，学年，性差，「進路選択に必要な行動がとれ

るという自信」が明らかになった． 
影響要因の学年の差は，1年生より4年生の方が「異

性に口の中を見せる羞恥心」が低くなっていた．この

ことについては，中島らの縦断研究[18]において，口

腔ケアの学習意欲が１年生から４年生になると高まる

ことから，羞恥心においても１年生から４年生で変化

したことが推測された．今後，縦断研究で詳細を明ら

かにする必要がある．  
影響要因の男女差は，男性の方が女性より「演習時

に異性と組むことの羞恥心」が低くなっていたが，分

析対象が男性28名（8.0％）に対し女性321名（92.0％）

と男女の数が異なり，効果量0.16と低く今後の検証が

必要である．鈴木ら[19 ]は，10～20歳代の男女327名
のデータ分析から，マスクを外す不安が男性より女性

が強くなることを明らかにしていた．性差による心理

的な違いを考慮する必要があると考えられた． 
影響要因の「進路選択に必要な行動がとれるという

自信」が「口の中を見せることの羞恥心」と負の相関

関係にあり，影響要因として「進路選択の自信」の存

在が明らかになった（表 6）．進路選択に自信がある

方が，口の中を見せる羞恥心が低い傾向にあると考え

られた．一方，羞恥心が強くて口腔ケア演習が苦手と

感じ，進路選択の自己効力感が下がる可能性があり，

配慮が必要であると考えられた．以上のことから，研

究対象である看護系大学在籍の学生が，看護専門職と

なる進路選択に自信を持ち続ける教育が必要であると

考えられた．先行研究を概観する中で，「進路選択の

自信」と「口腔ケア演習の羞恥心」などの関係を扱っ

た研究は見当たらなかった，「進路選択の自信」と「口

腔ケア演習の羞恥心」という心理的関係を継続し研究

する必要性が考えられた． 
友人の多さは，口腔ケア演習に関する羞恥心との相

関関係を認めなかった．友人が多く対人交流ができる

学生であっても，口腔ケアの演習時の羞恥心と関連が

ないことが明らかになった．他方，大川内の研究[20]
によれば，看護系大学4年生は，大学外の友人が多い

方が「進路選択の自己効力感」が高い傾向にあり，本

研究結果では「進路選択の自己効力感」が高い方が「口

の中を見せることの羞恥心」が低くなる結果があった．

2 つの研究結果から可能性として，学外の友人が増え

ることが「進路選択の自己効力感」を高め，口腔ケア

演習時の羞恥心軽減につながることが推測された．大

川内の研究[20]においては，口腔ケア演習時の羞恥心

は検討されておらず，本研究においても，学外の友人

数と「進路選択の自己効力感」との関連を明確してい

ないことから，今後の研究課題である．  
「アルバイト」という社会活動，「一人暮らしか家

族との同居」といった生活の項目は，統計的検定の有

意差を認めず，口腔ケア演習に関する羞恥心と関連を

認めなかった．また，「大学生活を楽しむこと」につ

7
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いても，口腔ケア演習に関する羞恥心と相関関係を認

めなかった．一方で，中島ら[18]による縦断研究では，

口腔ケアに対する学習意欲を高めるには，大学生活が

楽しめ，友人関係への支援が必要であることが示唆さ

れている．本研究の横断研究では限界があり，４学年

の学習状況が異なることから，今後の縦断研究が必要

であると考えられた．  
学生が行う口腔のセルフケアと口腔ケア演習に関す

る羞恥心は，統計的検定の結果，関連を認めなかった．

原ら[12]の研究でも1年生に限定したものであったが，

学生の口腔セルフケアと「口腔ケアに関する学習意欲」

の関連がない結果を得ている．口腔セルフケアが学習

意欲や羞恥心といった心理状態に影響しにくいと考え

られた． 
口腔ケアにおいては，基本的な技術習得に加え，臨

床現場では口腔ケアの拒否が強い患者[21]や気管内挿

管中の患者[22]など患者の身体的健康問題や心理状況

に応じた対応が求められる．演習において，基本的口

腔ケアの技術習得，羞恥心など心理面への配慮行動の

習得が重要である．今後，研究結果を教育に活かすと

ともに，学生が抱く羞恥心と「口腔ケアの習得度」の

関係及び患者の心理に関する理解度について，継続的

な研究が必要であると考えられた． 
 

5．．結結論論 
  
本研究では，口腔ケアの演習時，多くの学生が羞恥

心を持っていた．「口の中を見せることの羞恥心」

78.2%であり，「異性に口の中を見せることの羞恥心」

が 86.5％に増え，さらに「口腔ケアの演習を異性と組

むことの羞恥心」が90.8%と増える結果であった． 
影響要因は，学年，性差，進路選択の自信であった．

1 年生より 4 年生の方が，「異性に口の中を見せる羞

恥心」が低かった．男性の学生が女性より「演習時に

異性と組む羞恥心」が低くなっていたが，男女の数が

異なり効果量が低く今後の検証が必要であった．進路

選択に対する自信がある方が，「口の中を見せること

の羞恥心」が低くなる傾向にあった． 
 
  
【注記】 
本研究における利益相反関係にある企業などはない． 

本研究結果の一部は，第42回日本看護科学学会 交

流集会 演題名「看護学士課程における口腔ケア教

育・研究の深化・発展を考える」において紹介した． 
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いても，口腔ケア演習に関する羞恥心と相関関係を認

めなかった．一方で，中島ら[18]による縦断研究では，

口腔ケアに対する学習意欲を高めるには，大学生活が

楽しめ，友人関係への支援が必要であることが示唆さ

れている．本研究の横断研究では限界があり，４学年

の学習状況が異なることから，今後の縦断研究が必要

であると考えられた．  
学生が行う口腔のセルフケアと口腔ケア演習に関す

る羞恥心は，統計的検定の結果，関連を認めなかった．

原ら[12]の研究でも1年生に限定したものであったが，

学生の口腔セルフケアと「口腔ケアに関する学習意欲」

の関連がない結果を得ている．口腔セルフケアが学習

意欲や羞恥心といった心理状態に影響しにくいと考え

られた． 
口腔ケアにおいては，基本的な技術習得に加え，臨

床現場では口腔ケアの拒否が強い患者[21]や気管内挿

管中の患者[22]など患者の身体的健康問題や心理状況

に応じた対応が求められる．演習において，基本的口

腔ケアの技術習得，羞恥心など心理面への配慮行動の

習得が重要である．今後，研究結果を教育に活かすと

ともに，学生が抱く羞恥心と「口腔ケアの習得度」の

関係及び患者の心理に関する理解度について，継続的

な研究が必要であると考えられた． 
 

5．．結結論論 
  
本研究では，口腔ケアの演習時，多くの学生が羞恥

心を持っていた．「口の中を見せることの羞恥心」

78.2%であり，「異性に口の中を見せることの羞恥心」

が 86.5％に増え，さらに「口腔ケアの演習を異性と組

むことの羞恥心」が90.8%と増える結果であった． 
影響要因は，学年，性差，進路選択の自信であった．

1 年生より 4 年生の方が，「異性に口の中を見せる羞

恥心」が低かった．男性の学生が女性より「演習時に

異性と組む羞恥心」が低くなっていたが，男女の数が

異なり効果量が低く今後の検証が必要であった．進路

選択に対する自信がある方が，「口の中を見せること

の羞恥心」が低くなる傾向にあった． 
 
  
【注記】 
本研究における利益相反関係にある企業などはない． 

本研究結果の一部は，第42回日本看護科学学会 交

流集会 演題名「看護学士課程における口腔ケア教

育・研究の深化・発展を考える」において紹介した． 
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